
1． 課題の整理

1．1 システムの目的

受注の記録・商品の手配・配送および請求書の作成からなる，営業事務処理を支援

するシステムを構築する．したがって，商品の在庫管理や製造計画にまつわる業務に

は関知しない．

1．2 対象の選定

1．2．1 対 象 一 覧

この課題の対象は以下のとおり．

1．注文

2．顧客

3．商品

4．配送先

5．製造元

当課題では，上記の対象中の「注文」のみが動的な対象である．

1．2．2 選 定 理 由

課題文には，佐藤計算機に対する記述ががあるが，以下の理由により特別扱いする

必要はない．

・佐藤計算機は一つの顧客として取り扱う．

・佐藤計算機の顧客（佐藤計算機を経由した受注）は単なる配送先の扱いとする．

1．3 事 象 一 覧

動的な事象は対象「注文」にまつわる事象のみである．なお，注文以外の対象にま

つわる事象は，当業務の観点では参照情報にすぎないので，その事象は無視する．以

下に，注文の事象を列挙する．

1．3．1 受 注 す る

事象 受注する

説明 鈴木商事の受注担当者が「顧客」からの受注内容を受け付ける．

関連データ 注文ＩＤ，顧客ＩＤ，配送先ＩＤ，｛商品ＩＤ，数量，希望納期｝

1．3．2 納入指示する

事象 納入指示する

説明 受注した商品を商品の製造元ごとに分類し，製造元に配送先への納入を指示す

る．

関連データ 注文ＩＤ，製造元ＩＤ，配送先ＩＤ，｛商品ＩＤ，数量，希望納期｝

1．3．3 納品書を受け付ける

事象 納品書を受け付ける

説明 製造元が商品を配送先に納入した結果を記録する．
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関連データ 注文ＩＤ，製造元ＩＤ，｛商品ＩＤ，数量｝，納品日

1．3．4 顧客へ請求する

事象 顧客へ請求する

説明 受注した商品がすべて納入されたことを確認して，顧客へ商品の代金を請求す

る．

関連データ 注文ＩＤ，｛商品ＩＤ，数量，金額｝，請求金額

2． 鈴木商事営業情報システム Z

2．1 所与の集合

2．2 注文データ

2．2．1 注文の属性

個々の「注文」の属性は次のとおり．

2．2．2 注文Ｆｉｌｅ

「注文」を受注する毎に，注文ＩＤを付与し，注文Ｆｉｌｅに蓄える．「注文」は

請求書の発行後，注文Ｆｉｌｅから除く．

注文Ｆｉｌｅは以下の三つに分割する．

ordf 1 受注済・未納入指示の注文が格納される．

ordf 2 納入指示済・顧客へ未納品の注文が格納される．

ordf 3 顧客へ納品済・請求書未発行の注文が格納される．請求書発行後に注文は当

該ファイルから削除される．
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2．3 マスタデータ

以下のデータは当課題では更新の対象にはならない．参照専用データである．

2．3．1 商品マスタ

2．3．2 顧客マスタ

2．3．3 配送先マスタ
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2．3．4 製造元マスタ

2．3．5 マ ス タ

2．4 事 象 の 仕 様

2．4．1 受 注 す る

受注すると，その注文に注文ＩＤを付与し，注文Ｆｉｌｅ（ordf 1）に記録する．

2．4．2 納入指示を作成する

ordf 1 の各注文につき，そこで指定されている商品の製造元ごとに，納入指示書

を作成する．納入指示書は納入指示Ｆｉｌｅに保存する．

個々の注文Ｉｔｅｍを商品コードを基に商品マスタ経由で製造元を識別し，製造元

ごとに商品をまとめる．
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つぎの「納入指示を作成する」では，todayDelInfo ! は当日分の納入指示の束であ

る．納入指示された注文は，ordf 1 から ordf 2 に移す．

2．4．3 納入報告を受け取る

製造元から配送先への商品配送完了の都度，その報告（oid ?：注文ＩＤ, mid ?：製

造元ＩＤ）を受け取る．また，その報告をもとに，製造元への代金支払伝票（payslip!：

注文ＩＤ×納入指示）を作成する．注文で指定されている全商品の納入が完了したら，

その注文は ordf 2 から ordf 3 に移す．
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2．4．4 請求書を発行する

ordf 3 の各注文（納入完の注文）に対し請求書を作る．請求書を作成すると ordf

3 から削除する．
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3． 実装上の指定

・「鈴木商事」の営業事務職を支援するシステムとして捉え，スタンドアロンの

PC 上で動作すること．

・GUI・DB・レポートの作成環境が簡単に構築できるため，「MS ACCESS」を

用いて実装のこと．

・注文データ，納品データ等の伝票入力画面のレイアウト・帳表・操作方法の詳

細は実装者にまかせる．
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